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第２部　ワールド・カフェ
第 2 部は、ワールド・カフェという手法を使って、参加した皆さんに「こど
も館（仮称）」へ期待することをお聞きしました。

【ワールド・カフェ】
ワールド・カフェとは、” カフェ” のようなくつろいだ空間の中で、参加者

がルールに沿って自由に会話を行い、創造的なアイディアや知識を生み出し

たり、互いの理解を深めることができるという 話し合いの方法です。

こども館に

期待すること

子どもが安心して遊
べる場・保護者同士
のコミュニケーショ
ンの場・情報､体験が
豊かにできる場

子ども館の敷居は低く
低くして、誰でもが気
軽に入れる場所にして
欲しい・子ども図書館！
つくってほしい

経験者を大切
に、資格より経
験、人材の確保

コミュニティスクー
ルの発信施設として
地域を巻き込んだ取
り組みをすべき

人種差別なくど
なたでも年齢関
係なく入れる “こ
ども館” を

人と人がつながるコ
ミュニケーションが取
れる場に！（大人も子
どもも）・子ども図書
館をつくって欲しい

子どもも親も気
がねなく楽しく
すごせる場所に
すべきだ！

気軽に子ども
達がつどえる
空間づくりを
お願いします

子ども達が楽し
いと感じる事が
出来ること！

皆が利用しやす
いネーミングに
して欲しい

外でいっぱい遊
べ る 所（庭）を
作ってほしい。
馬が欲しい！

「
こ
ど
も
館
（
仮
称
）」。
そ
れ
は
、
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
や
子
ど
も
を
支
え
る
大
人
た
ち
が
集
う
施
設
。
そ

こ
は
、
安
ら
ぎ
の
場
で
あ
り
那
珂
川
町
の
未
来
づ
く
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出
発
点
。
そ
ん
な
創
造
性
あ
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「
こ
ど
も
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く
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こ
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夏
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は
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ま
り
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。
で
も
、

ス
テ
キ
な「
こ
ど
も
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つ
く
る
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は
、住
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や
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政
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建
築
や
子
ど
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の
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ど
、
大
人
た
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が
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合
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で
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。
こ
の
「
こ
ど
も
館
」
づ
く
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Ａ
Ｗ
Ａ
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取
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な
た
も
、

こ
の
チ
ー
ム
に
参
加
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今
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ッ
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館
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ベ
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キ
ッ
ク
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フ
ォ
ー
ラ
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あ
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に
も
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こ
ど
も
館
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の
実
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を
想

定
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
際
に
開
催
し
、
ど
ん
な

空
間
が
必
要
か
を
肌
で
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じ
て
み
る
「
プ
レ
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ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」、
施
設
に
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要
な
要
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、
空
間
の
取
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方
、
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用
す
る
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材
な
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に
つ
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具
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に
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し
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み
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シ
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ど
、
も
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だ
く
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で
す
。
さ
あ
、
み
ん
な
で
那
珂
川
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の
子

ど
も
未
来
に
つ
い
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し
く
語
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ど
も
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く

り
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

①キックオフフォーラム

②関係団体ヒアリング

⑥実践子ども学レクチャー

④建築デザインワークショップ

「知　る」・・・期待されるもの

「考える」・・・利用イメージ

「描　く」・・・プランの検討

「まとめる」・・・提案として

③プレワークショップ

第 1 回「物語のはじまりはじまり」

第 2 回「この世界に耳をすますと」

第 3 回「カラダの力、アタマの不思議」

⑤展示公開型パブリック・コメント

こども館（仮称）づくりの流れ ２０１２年８月４日、ミリカロ―デン那珂川の多目的ホールで「チー
ム未来ＮＡＫＡＧＡＷＡキックオフ・フォーラム」を開催しました。
１部のパネル・ディスカッションでは、武末町長と２人のパネラー
が「こども館（仮称）」の在り方を語り合い、２部のワールド・カフェ
では参加者全員で「こども館（仮称）」に望むことを話し合いました。
会場には、九州大学子どもプロジェクトによって１００冊あまりの
絵本が展示され、お茶やキャンディを口にしながらカフェらしい和
やかな雰囲気の中、活発な意見が交わされました。
＊１：子どもプロジェクトは、九州大学統合新領域学府目黒研究室のプロジェクトで「子どもの感性」をキーワー

ドに既存の学術分野を横断する実践的な子ども未来学の研究を創出しており、実践子ども学の構築、子どもの居

場所づくりなどの子どもに関わる先駆的な活動を行っている。
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